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今
年
度
の
企
画
展
は
、
秋
田
県
庁
文
書

を
中
心
に
、
近
現
代
秋
田
県
の
陸
上
・
水

上
・
航
空
交
通
に
関
す
る
資
料
を
紹
介
し

ま
す
。

  

写
真
は
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
五

月
に
乗
合
馬
車
を
開
業
し
た
走
栄
軒
の
広

告
で
す
。
勧
業
課
駅
逓
掛
の
事
務
簿
か
ら

見
つ
か
り
ま
し
た
。
営
業
者
は
能
代
畠
町

の
佐
々
木
作
右
衛
門
で
、
能
代
秋
田
間
の

約
六
三
・
五
㎞
を
毎
日
運
行
し
ま
し
た
。

　
ア
メ
リ
カ
の
西
部
開
拓
史
で
は
、
鉄
道

以
前
、
長
距
離
馬
車
が
交
通
の
花
形
で
し

た
。
ジ
ョ
ン
・
ウ
ェ
イ
ン
の
映
画「
駅
馬
車
」

に
も
登
場
し
ま
す
ね
。
明
治
の
日
本
に
は
、

馬
車
と
鉄
道
が
同
時
期
に
入
り
ま
し
た
。

黄
金
期
は
、
鉄
道
網
未
発
達
の
明
治
十
年

代
で
す
。
能
代
秋
田
間
の
長
距
離
馬
車
も
、

鉄
道
幹
線
開
通
前
の
交
通
手
段
で
し
た
。

官
設
鉄
道
奥
羽
線
の
開
通
は
、
明
治
三
十

八
年
の
こ
と
で
す
。

　
現
在
、能
代
秋
田
間
に
Ｊ
Ｒ
が
特
急
「
か

も
し
か
」、
秋
北
バ
ス
会
社
が
高
速
バ
ス

を
運
行
し
て
お
り
、
時
代
の
変
遷
を
感
じ

ま
す
。

  

陸
上
交
通
で
は
、
人
力
車
や
鉄
道
馬
車
、

鉄
道
、
自
動
車
、
自
転
車
や
オ
ー
ト
バ
イ

に
関
す
る
資
料
も
展
示
し
ま
す
。
ま
た
水

上
・
航
空
交
通
で
は
、
港
湾
や
空
港
の
資

料
や
写
真
も
紹
介
し
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
、
お
楽
し
み
に
！

第24号　平成21年７月31日

そ
う
え
い
け
ん

え
き
て
い

公文書館資料で見る

近現代秋田の交通
8月29日(土) いよいよ公開!

前期：8月29日(土)～9月23日(水) 後期：11月13日(金)～30日(月)
時間：10：00～17：00 場所：2階特別展示室
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公
文
書
館
に
は
中
世
資
料
群
と
し
て

『
秋
田
藩
家
蔵
文
書
』（
Ａ
二
八
〇
|
六
九
、

全
六
一
冊
）
が
あ
り
ま
す
。
家
蔵
文
書
に

は
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
の
書
状
と
考

え
ら
れ
る
も
の
が
、
四
九
通
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
に
は
上
杉
景
勝
書
状
三
通
、
直
江

兼
続
書
状
九
通
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ

ら
は
す
べ
て
関
ヶ
原
の
戦
い
直
前
の
七
〜

八
月
に
集
中
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ら
の
書
状
か
ら
は
、
家
康
と
の
決

戦
に
む
け
て
伊
達
氏
や
最
上
氏
と
対
抗
す

る
た
め
に
、
佐
竹
氏
と
同
盟
し
よ
う
と
い

う
動
き
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
特
に

八
月
十
九
日
付
け
の
結
城
七
郎
（
宇
都
宮

朝
勝
）
宛
の
書
状
は
、
景
勝
・
兼
続
主
従

の
も
の
が
揃
い
、
宇
都
宮
氏
を
仲
介
に
佐

竹
義
宣
と
同
盟
し
て
家
康
に
対
抗
し
よ
う

と
す
る
意
図
が
明
確
に
あ
ら
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
当
主
の
景
勝
書
状
に
は
具
体

的
な
内
容
が
一
切
書
か
れ
ず
、
家
老
の
兼

続
書
状
の
猶
書
に
、
佐
竹
氏
か
ら
誓
詞
を

出
す
事
を
仲
介
す
る
よ
う
要
請
す
る
内
容

が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
景
勝
書

状
で
は
後
で
申
し
開
き
が
で
き
る
よ
う
に

内
容
を
ぼ
か
し
、
必
要
な
こ
と
は
家
来
の

兼
続
書
状
の
、
し
か
も
猶
書
の
部
分
に
書

い
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
秋
田
に
転
封
さ
れ
た
佐
竹
氏
の
も
と
で

は
、
元
禄
期
に
家
臣
か
ら
家
蔵
の
古
文
書

を
集
め
て
佐
竹
家
の
歴
史
を
編
纂
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
文
書
所
の
担
当
と

な
っ
た
家
老
の
岡
本
元
朝
は
、
提
出
さ
れ

た
古
文
書
類
を
吟
味
し
て
正
確
な
歴
史
を

再
現
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
ま
し
た
。
古
文

書
類
は
臨
写
し
て
資
料
と
し
て
残
し
た
上

で
、原
本
は
提
出
者
に
返
却
さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
て
生
ま
れ
た
の
が
資
料
群
と
し
て

の
家
蔵
文
書
で
あ
り
、
そ
れ
を
も
と
に
編

纂
さ
れ
た
の
が
佐
竹
家
の
公
式
記
録
で
あ

る
『
佐
竹
家
譜
』（
Ａ
Ｓ
二
八
八

|
一
、

全
四
八
冊
）
で
し
た
。

　
家
譜
の
編
纂
の
中
で
、
関
ヶ
原
の
戦
い

に
い
た
る
過
程
を
ど
の
よ
う
に
表
現
す
る

か
は
、大
き
な
課
題
と
な
り
ま
し
た
。「
義

宣
家
譜
」（
Ａ
Ｓ
二
八
八
|
八
）
で
は
、

七
月
二
十
八
日
の
家
康
か
ら
義
宣
へ
味
方

す
る
よ
う
求
め
た
記
事
の
所
に
、
宇
都
宮

典
綱
家
蔵
の
景
勝
・
兼
続
書
状
四
通
を
あ

げ
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。

　
家
譜
の
編
纂
に
関
わ
っ
た
岡
本
元
朝
・

黒
沢
浮
卜
・
大
嶋
小
助
が
関
ヶ
原
に
つ
い

て
談
義
し
た
際
に
、
黒
沢
浮
卜
は
義
宣
が

家
康
に
味
方
し
た
と
い
う
古
老
の
説
を

「
流
る
る
が
如
」
く
述
べ
た
の
に
対
し
、

岡
本
元
朝
は
前
記
の
景
勝
・
兼
続
書
状
を

示
し
反
論
し
ま
す
。「
思
に
古
老
深
く
是

を
秘
し
て
、
古
来
顕
に
伝
へ
謂
は
ざ
る
に

当
れ
り
。
然
れ
ど
も
漫
に
古
老
の
説
を
信

じ
て
義
宣
、
内
府
に
与
す
と
記
す
時
は
、

往
し
過
を
悔
ひ
隠
し
て
、
御
当
家
に
対
し

て
言
を
か
ざ
り
欺
に
似
た
り
。
義
宣
当
時

家
康
公
に
与
せ
ず
。
天
下
家
康
公
に
帰
す

る
上
は
、
義
宣
必
死
に
当
れ
り
。
然
れ
ど

も
其
死
を
な
だ
め
、
関
原
平
治
の
後
僅
に

封
国
を
減
ぜ
ら
る
る
而
已
に
し
て
、
其
宗

廟
を
全
す
る
は
偏
に
家
康
公
の
厚
恩
に
非

ず
と
云
こ
と
な
し
と
云
は
ん
に
、
何
の
憚

る
こ
と
か
有
ん
や
」
と
。

　
岡
本
元
朝
は
、
宇
都
宮
典
綱
か
ら
提
出

さ
れ
た
景
勝
・
兼
続
の
書
状
を
も
と
に
、

義
宣
は
関
ヶ
原
で
家
康
と
敵
対
し
た
こ

と
、
し
か
し
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
減
封
の

み
で
改
易
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
家
康
の

恩
で
あ
る
こ
と
を
、
佐
竹
家
の
正
式
記
録

で
あ
る
家
譜
に
し
っ
か
り
と
記
し
ま
し

た
。
岡
本
元
朝
は
歴
史
に
対
す
る
真
摯
な

姿
勢
と
秋
田
藩
家
蔵
文
書
と
い
う
資
料
の

宝
庫
を
後
世
の
我
々
に
残
し
た
の
で
し

た
。
　
　
　
　（
古
文
書
班
　
佐
藤
　
隆
）

巻　数

直江兼続書状（9-22）

（直江兼続署名・花押）

直江兼続書状一覧

資料番号 月　日 宛　所 所　蔵　者

1

2

3

4

5

6

7

8

9

8－16

8－17

8－18

8－19

8－20

8－21

9－22

9－21

8－15

7月 2日

7月28日

8月 2日

8月 2日

8月 3日

8月 4日

8月19日

8月29日

9月21日

山田喜右衛門尉

〃

〃

山田喜右衛門

山田喜右衛門尉

〃

結七

〃

安上

箭田野新右衛門

〃

〃

〃

〃

〃

宇都宮帯刀典綱

〃

箭田野新右衛門

直
江
兼
続
と
佐
竹
氏
の
秋
田
転
封

直
江
兼
続
と
佐
竹
氏
の
秋
田
転
封

資
料
紹
介
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公
文
書
館
講
座
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ

コ
ー
ス
は
、
歴
史
資
料
や
公
文
書
館
の

諸
活
動
に
興
味
・
関
心
が
あ
る
方
を
対

象
に
、
当
館
の
資
料
利
用
方
法
や
、
資

料
保
存
活
動
な
ど
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
内
容

の
講
座
で
す
。

　
今
年
度
は
下
記
の
日
程
で
実
施
し
ま

す
。
申
し
込
み
の
受
付
は
九
月
二
日（
水
）

よ
り
開
始
し
ま
す
。
当
館
の
講
座
に
は

じ
め
て
参
加
さ
れ
る
方
も
大
歓
迎
で
す
。

　
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
の
郡
奉
行

設
置
に
よ
っ
て
秋
田
藩
の
農
村
支
配
の

あ
り
方
が
ど
の
よ
う
に
か
わ
っ
た
の
か
。

ま
た
郡
奉
行
の
も
と
で
活
躍
し
た
郡
方

吟
味
役
は
、
農
村
の
課
題
を
ど
の
よ
う

に
と
ら
え
、
解
決
し
よ
う
と
し
た
の
か
。

文
政
年
間
に
郡
方
吟
味
役
に
就
任
し
た

湊
曽
兵
衛
の
日
記
を
読
み
な
が
ら
、
動

揺
期
を
む
か
え
た
藩
政
の
問
題
を
考
え

ま
す
。

　
秋
田
県
と
青
森
県
に
ま
た
が
る
十
和

田
湖
。
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
の
廃

藩
置
県
以
来
決
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
湖

上
の
県
境
が
昨
年
十
一
月
に
確
定
し
ま

し
た
。
和
井
内
貞
行
が
成
し
遂
げ
た
ヒ

メ
マ
ス
養
殖
と
、
そ
の
漁
業
権
に
関
す

る
明
治
〜
昭
和
初
期
の
公
文
書
を
通
し

て
、
十
和
田
湖
を
取
り
巻
く
地
域
の
様

子
や
人
々
の
懸
命
に
生
き
る
姿
、
そ
し

て
揺
れ
動
い
た
県
境
問
題
の
一
端
を
考

え
ま
す
。

　
今
年
度
の
企
画
展
か
ら
鉄
道
馬
車
を

と
り
あ
げ
ま
す
。

　
明
治
二
十
一
年
に
秋
田
土
崎
間
に
開

業
し
た
秋
田
馬
車
鉄
道
株
式
会
社
。
飼

料
や
経
費
な
ど
に
み
ら
れ
る
馬
を
動
力

と
し
た
交
通
機
関
の
特
性
、
賃
金
や
貨

物
な
ど
に
み
る
鉄
道
馬
車
営
業
の
実
態
、

電
車
に
移
行
す
る
経
緯
な
ど
、
交
通
史

上
の
鉄
道
馬
車
の
位
置
付
け
を
、
県
庁

文
書
か
ら
具
体
的
に
説
き
明
か
し
ま
す
。

　
東
西
に
十
三
本
に
分
断
さ
れ
、
作
成

年
代
も
不
明
と
さ
れ
て
き
た
謎
の
大
型

軸
装
絵
図
が
当
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
謎
の
絵
図
の
正
体
が
、
天
保

期
に
行
わ
れ
た
国
絵
図
作
成
事
業
の
な

か
で
つ
く
ら
れ
た
絵
図
で
あ
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
ま
す
。
ま
た
、
二
六
〇
〇

点
以
上
に
お
よ
ぶ
所
蔵
絵
図
に
関
す
る

最
近
の
当
館
の
取
り
組
み
や
、
絵
図
の

閲
覧
・
活
用
方
法
を
紹
介
し
ま
す
。

【
第
二
回
】

【
第
一
回
】

【
第
三
回
】

【
第
四
回
】

講
師
か
ら
の
一
言
Ｐ
Ｒ　

講
師
か
ら
の
一
言
Ｐ
Ｒ　

アーカイブズコースのご案内アーカイブズコースのご案内

公文書館講座公文書館講座

●受付時間　13：00～13：30　　●定　員　各回40人　　　　　　

●講座時間　13：30～15：30　　●会　場　当館3階多目的ホール

●申込期間　平成21年9月2日(水)より受付を開始します。
　　　　　　なお定員になり次第、締め切ります。

●申込方法　電話・ＦＡＸ・はがき・メール、または直接来館のうえ、
　　　　　　氏名・住所・電話番号をお知らせください。
　　　　　　受講を希望する講座回のみの申し込みも可能です。

●申 込 先　秋田県公文書館「公文書館講座」係
　　　　　　〒010-0952  秋田市山王新町14-31
　　　　　　TEL 018（866）8301　FAX 018（866）8303
　　　　　　メールアドレス  koubun@apl .pref.akita.jp

講　 座　 内　 容実 施 日

10月 2日(金)

10月16日(金)

10月30日(金)

11月13日(金)

江戸後期の農村行政

　～郡方吟味役の日記を読む～

発見！秋田の天保国絵図
　～公文書館所蔵絵図の
　　　　　　　紹介と活用～

湖上の決着
　～十和田湖漁業権問題と
　　　　　　　和井内貞行～

鉄道馬車、秋田を走る

　～平成21年度企画展より～

第１回

第２回

第３回

第４回

講　師

金森正也

加藤昌宏

煙山英俊

柴田知彰

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
コ
ー
ス
の
ご
案
内

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
コ
ー
ス
の
ご
案
内

も
っ
と
公
文
書
館
を
知
り
た
い
方
へ

公
文
書
館
講
座 
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当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
企
画

展
や
講
座
の
案
内
、
閲
覧
利
用
の
案

内
な
ど
を
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
閲

覧
や
出
版
掲
載
許
可
の
際
に
必
要
な

申
請
書
の
様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
所
蔵
す
る
公
文
書
や
古
文

書
資
料
の
エ
ク
セ
ル
デ
ー
タ
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
た
り
、
目
録
、
研
究
紀
要
、

公
文
書
館
だ
よ
り
や
古
文
書
倶
楽
部

な
ど
の
各
種
刊
行
物
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
デ
ー

タ
も
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
の
上
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
公
文
書
館
で
は
、
こ
れ
ま
で
所
蔵
資

料
に
関
す
る
数
多
く
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス

相
談
に
対
応
し
て
き
ま
し
た
が
、
相
談

者
が
所
蔵
す
る
古
文
書
の
解
読
依
頼
や
、

内
容
に
つ
い
て
の
相
談
が
年
々
増
え
て

い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
秋
田
県
内
に
残
さ
れ
た
数

多
く
の
貴
重
な
歴
史
資
料
に
つ
い
て
、

そ
の
散
逸
や
劣
化
を
防
ぎ
、
適
切
な
保

存
・
整
理
を
進
め
る
た
め
に
、
十
月
よ

り
新
た
に
「
古
文
書
相
談
日
」
を
開
設

い
た
し
ま
す
。

　「
古
文
書
相
談
日
」
に
は
、
所
蔵
資
料

に
関
す
る
従
来
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
相
談

に
加
え
て
、
相
談
者
が
所
蔵
す
る
古
文

書
の
解
読
や
内
容
相
談
な
ど
に
対
応
し

ま
す
。

　
相
談
は
、
毎
月
第
二
・
第
四
火
曜
日

の
午
後
一
時
か
ら
四
時
（
受
付
は
午
後

三
時
ま
で
）
に
受
け
付
け
ま
す
。
解
読

を
希
望
さ
れ
る
古
文
書
、
も
し
く
は
写

真
な
ど
を
持
参
の
う
え
、
相
談
日
に
直

接
当
館
に
ご
来
館
く
だ
さ
い
。
な
お
当

日
の
混
乱
を
避
け
る
た
め
に
も
、
で
き

る
か
ぎ
り
事
前
の
電
話
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
、
公
文
書
館
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
当
館
で
は
、
利
用
者
の
皆
様
の
意
見

や
提
案
を
館
の
運
営
に
反
映
さ
せ
る
た

め
、
公
文
書
館
懇
話
会
を
年
二
回
開
催

し
て
い
ま
す
。
本
年
度
の
第
一
回
懇
話

会
は
、
六
月
十
七
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
　
事
務
局
か
ら
昨
年
度
の
事
業
報
告
と

本
年
度
の
事
業
計
画
が
説
明
さ
れ
た
後
、

公
文
書
の
引
継
状
況
や
公
文
書
管
理
法

の
影
響
の
有
無
に
関
す
る
質
問
、
普
及

活
動
に
対
す
る
提
言
や
要
望
が
出
さ
れ
、

委
員
の
間
で
広
く
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
第
二
回
懇
話
会
は
十
二
月
に
開
催
予

定
で
す
。
ま
た
懇
話
会
の
会
議
録
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

※

こ
の
印
刷
物
は
一
、五
〇
〇
部
作
成
し
、そ
の
経
費
は
一
部
当
た
り
二
四
・
八
五
円
で
す
。

◆
開
館
時
間

　【
平
　
日
】　

　
　
　
時
〜
　
時（
４
月
〜
　
月
）

　
　
　
時
〜
　
時（
　
月
〜
３
月
）

　【
土
・
日
、祝
日
】

　
　
　
時
〜
　
時（
通
年
）

◆
休
館
日（
平
成
　
年
度
８
月
以
降
）

　
年
末
年
始(

　
月
　
日
〜
１
月
３
日)

　
特
別
整
理
期
間(

　
月
１
日
〜
８
日)
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秋田県公文書館
　　　「古文書相談」係
TEL 018 (866 )8301

【日　時】

【受　付】

【会　場】

【相　談】

【その他】

【問合先】

毎月第 2・第 4火曜日
　13：00～16：00
　（受付は15：00まで）

公文書館　
　　閲覧室カウンター（2階）
公文書館
　　特別閲覧室1（2階）

古文書の解読、内容相談など

（ただし、資料の全文解読、書

画等の解読、価格評価・鑑定、

懸賞や学習課題の回答に関する

相談は除きます。）

なるべく事前連絡をお願いし
ます。相談は一人30分以内を
目安とします。

古文書相談日の
ご  案  内

古文書相談日の
ご  案  内

案
内
板

案
内
板

利
用
案
内

利
用
案
内

公
文
書
館

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ご
案
内

●
公
文
書
館
懇
話
会
の
開
催

第
２・
第
４
火
曜
日
は
「
古
文
書
相
談
日
」

第
２・
第
４
火
曜
日
は
「
古
文
書
相
談
日
」

10

!!

月
よ
り
受
付
開
始


